テマ ント ョ 古 還 め め 年 サン デー 公式 サイ ト WEB サ ン デ ー 智 週 更新 
シ コキ さ N 


「 オプ 「 」 サン デー “ 湯 画 近 
| 連 アニ メ *・ ド ラマ (アシ スタ ント 募集 ) 


トッ プ > 大 高 編 > 大 高 妨 Vol.118 (2011/12/14 ) 


し が 家 BACKSTAGE 


サン デー で 活躍 する まん が 家 の 先 生 た ちの 近況 報告 や 読者 の みん な へ の メッ セー ジ ! 
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大 公開 
画像 は 先週 号 で 登場 し た 小さ い お っ さん で す 。 


今週 号 の マギ は 、 お 別れ が 沢山 つま っ た 回 で す 。 

ご これ ま で シン ドリ ア 王 国 に 沢山 の 主要 キャ ラク ター が 集 っ て いま し た が 、 そ れ ぞ れ の 道 を 歩き 始め ます 。 
8 巻 で 主人 公 達 が シル ンド リア に 来 た ば か り の ころ と は 、 微 妙 に 人 間 関 係 が 変化 し て お り ま す 。 

その 状態 で の 今後 の 物語 の 展開 に ご 期待 下さ い 。 


信 際 の 国 の リ 人 


12 月 も 半ば に な り 、 忘 年 会 シー ズン で すね 。 
私 も 仕事 を 犠牲 に し な い 程 度 に お 洒 を 飲み 歩き た いと 思っ て いま す 。 
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